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ぼ く と わ た し の 絵

パ
パ
と
來
希
が
車
に
乗
っ
て
お
寿
司
や

さ
ん
へ
行
っ
た
よ
。
い
っ
ぱ
い
食
べ
た

よ
。
と
っ
て
も
お
い
し
か
っ
た
。

長
根
　
來
希
く
ん
（
も
も
組
）

パ
パ
と
マ
マ
と
す
ず
が
お
散
歩
に
行
っ

て
飛
行
機
を
見
た
よ
。
そ
れ
か
ら
お
菓

子
や
さ
ん
に
行
っ
て
、
み
ん
な
で
お
菓

子
を
食
べ
た
よ
。
た
の
し
か
っ
た
。

畠
山
　
涼
菜
さ
ん
（
も
も
組
）

ら
い
き

な
が
ね

す
ず
な

は
た
け
や
ま

＝
 高
品
質
農
産
物
の
安
定
生
産
の
た
め
 ＝

有
機
の
里
づ
く
り

 を
推
進
し
よ
う

良
質
堆
肥
で
収
入
Ｕ
Ｐ！
！　
　
　
  　
　

有
機
資
源
セ
ン
タ
ー
新
郷
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ
先
　
TE
L７
８
－３
５
５
５

営
業
時
間
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

　
　
　
　
　
　
　
（
休
日
：
毎
週
月
曜
日
、
年
末
年
始
）

12

平
成
２１
年
度
あ
お
も
り
推
き
ゅ
う
肥
品
評
会

優
秀
賞
受
賞

卯
 月

12
月

坂
　
根
　
　
丞
く
ん

Ｈ
23
・
11
・
17
生

（
地
区
）
戸
来

（
パ
パ
）
克
也

（
マ
マ
）
由
紀
枝

パ
パ
と
マ
マ
の
ね
が
い

や
さ
し
い
人
に
な
っ
て
ね
！

４
月

人
の
動
き

男
　
1,
39
5人
（
－
３
人
）

女
　
1,
47
0人
（
－
４
人
）

計
　
2,
86
5人
（
－
７
人
）

世
帯
数
94
6世
帯（
－
１
世
帯
）

（
平
成
25
年
２
月
28
日
現
在
）
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む
ら
の
ガ
イ
ド

平
成
25
年

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド（
金
剛
石
）

̶
 洗
浄
・
無
垢
 ̶

誕
生
石

う
づ
き

A
pr
il

燃
え

る
ご

み
収

集
日

　
新

郷
村

全
域

　
月

曜
日

・
木

曜
日

（
祭

日
も

収
集

し
ま

す
）

家
庭

ご
み

は
収

集
日

の
朝

に
出

し
て

下
さ

い
。

生
ご

み
の

水
切

り
に

ご
協

力
を

ご
み

の
減

量
と

リ
サ

イ
ク

ル
に

取
り

組
み

ま
し

ょ
う

予
防

接
種

相
談

日
　

毎
週

月
曜

日
　

正
午

〜
午

後
５

時
ま

で
　

T
E
L
6
1
−

7
5
5
5

２
０
１
３
年
４
月

行
　
　
事
　
　
等

備
　
　
　
考

さ
か

ね
じ
ょ
う

日
曜
新
郷
温
泉
館
休
館
日

１
月
不
用
犬
引
取
日

３
水
資
源
ご
み
（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
２
品
目
）
収
集
日

５
金
春
の
全
国
交
通
安
全
運
動
（
～
15
日
）

６
土
小
・
中
学
校
入
学
式

７
日
新
郷
温
泉
館
休
館
日
　
春
の
火
災
予
防
運
動
（
～
14
日
）

８
月
行
政
相
談

10
水
交
通
事
故
死
ゼ
ロ
を
目
指
す
日

資
源
ご
み
（
缶
・
新
聞
等
５
品
目
）
収
集
日

12
金
人
権
相
談

新
郷
温
泉
館
休
館
日

15
月
資
源
ご
み
（
ビ
ン
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
２
品
目
）
収
集
日

粗
大
ご
み
収
集
日
　
乳
児
・
１
才
６
ヵ
月
・
２
才
児
健
診

19
金

第
38
3回
子
ど
も
会
親
子
早
起
き
掃
除

21
日
新
郷
温
泉
館
休
館
日

22
月
新
郷
村
家
族
ス
ポ
ー
ツ
の
日

24
水
村
教
育
大
会

春
季
犬
の
登
録
と
狂
犬
病
予
防
注
射
（
～
26
日
）

25
木

燃
え
な
い
ご
み
収
集
日

26
金
五
戸
地
区
消
防
団
連
合
観
閲
式

28
日
●
昭
和
の
日

29
月
軽
自
動
車
税
納
期
限

30
火

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
２
階
　
相
談
室

山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
２
階
　
相
談
室

二
十
歳
に
な
っ
た
ら

国
民
年
金

日
本
年
金
機
構

２月23日　安全・安心村づくり推進大会（関連記事は６ページ）２月23日　安全・安心村づくり推進大会（関連記事は６ページ）

こ
の
広
報
紙
は
地
産
地
消
・
輸
送
マ
イ
レ
ー
ジ
に
配
慮
し
た
植
物
油
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
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歳出 ２７億３，３５０万円

（　）は構成比

新郷村各会計別当初予算額 （単位：千円・％）

村税の内訳 1億8,371万8千円
たばこ税 950万0千円（5.2%）

歳入 ２７億３，３５０万円
平
成
25
年
度
一
般
会
計
予
算

住みよい村づくりに27億3,350万円住みよい村づくりに27億3,350万円住みよい村づくりに27億3,350万円
　

平
成
25
年
新
郷
村
議
会
第
１
回
定
例
会
が
、
３
月
４
日
か
ら
３
月
８
日
ま

で
開
か
れ
、
平
成
25
年
度
新
郷
村
一
般
会
計
並
び
に
７
つ
の
特
別
会
計
予
算

が
原
案
ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
新
郷
村
一
般
会
計
当
初
予
算
額
は
27
億
3
3
5
0
万
円
で
、

前
年
度
当
初
予
算
額
と
比
較
す
る
と
、
2
億
5
8
0
万
円
、
８
・
１
％
の
増
と

な
っ
て
い
ま
す
。

農林水産業費
3億6,140万6千円
（13.2%）

教育費　2億2,383万1千円（8.2%）

商工費　1億8,122万0千円（6.6%）
消防費　1億1,890万0千円（4.4%）

衛生費　7,370万9千円（2.7%）

議会費　6,077万9千円（2.2%）

その他　1億2,683万1千円（4.6%）

土木費
3億2,041万0千円
（11.7%）

公債費
3億8,727万2千円
（14.2%）

民生費
3億7,927万0千円
（13.9%）

総務費
4億9,987万2千円
（18.3%）

（　）は構成比

地方交付税
15億7,000万0千円
（57.4%）

県支出金　1億8,378万9千円（6.7%）

村債　2億3,260万0千円（8.5%）

国庫支出金　1億4,582万8千円（5.4%）

諸収入　1億6,940万3千円（6.2%）

その他　2億4,816万2千円（9.1%）

村税　1億8,371万8千円（6.7%）

村民税
5,700万1千円
（31.0％）

軽自動車税
980万1千円
（5.3％）

特別土地保有税  1千円（0.0％）

固定資産税
1億741万5千円
（58.5％）

平成25年度 一般会計予算の主な事業（　　）は前年度当初予算額

総　務　費　（明るく豊かで住みよい活力ある村づくりをめざして）　4億9,987万2千円（4億4,792万3千円）
●税システム等リース料及び利用料　　　　　　　　　　　　　　　　　1,107万0千円
●住民基本台帳ネットワークシステムリース料　　　　　　　　　　　　3,088万0千円
●路線バス等運行業務委託料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,462万4千円
●バス路線維持費補助金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  370万0千円
●選挙費（新郷村長選挙等）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,619万6千円
●集落活動支援事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  500万0千円
●定住促進住宅整備事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2,500万0千円
●再生可能エネルギー等導入事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　3,270万0千円

民　生　費　（住民福祉の充実をめざして）　　　　　　　　　　　　5億　116万3千円（4億9,429万3千円）
●三戸郡福祉事務組合負担金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,200万3千円
●新郷村社会福祉協議会補助金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  967万6千円
●介護保険特別会計への操出金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7,113万5千円
●重度心身障害者医療費給付費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  700万0千円
●障害者自立支援給付費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6,418万0千円
●国保特別会計への操出金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3,000万0千円
●診療所特別会計への操出金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,650万0千円
●後期高齢者医療費療養給付費負担金　　　　　　　　　　　　　　　　4,498万8千円
●後期医療特別会計の操出金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,800万5千円
●保育所運営費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6,450万0千円
●児童手当　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2,925万0千円
●和の家指定管理料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  320万0千円
●総合福祉センター屋根防水改修事業　　　　　　　　　　　　　　　　  570万0千円 合　　　　　　　計

一 　 般 　 会 　 計

特 　 別 　 会 　 計

国 民 健 康 保 険

国民健康保険診療所

簡 易 水 道

後 期 高 齢 者 医 療

特定環境保全公共下水道

会　　　計　　　別

27億3,350万0千円

12億　 84万1千円

4億2,300万0千円

1億1,539万9千円

5,074万0千円

3,380万0千円

1億4,773万2千円

39億3,434万1千円

平成25年度当初予算額 平成24年度当初予算額

25億2,770万0千円

11億9,926万0千円

4億2,372万0千円

1億1,282万2千円

4,227万0千円

3,287万5千円

1億5,786万2千円

37億2,696万0千円

8.1%

0.1%

△  0.2%

2.3%

20.0%

2.8%

△  6.4%

5.6%

農業集落排水事業

介 護 保 険 3億9,496万5千円 △  0.5%3億9,311万7千円

3,705万3千円 3,474万6千円 6.6%

前年度対比
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平
成
25
年

第
１
回
新
郷
村
議
会
定
例
会

　
こ
の
た
び
、

村
消
防
団
第

三
分
団
の
消

防
ポ
ン
プ
自

動
車
が
更
新

さ
れ
、
３
月

10
日
、
山
村

開
発
セ
ン
タ

ー
前
に
お
い

て
配
置
式
が

行
わ
れ
ま
し

た
。

　
式
に
は
消

防
団
本
部
役

員
、
第
三
分

団
員
等
、
お

よ
そ
40
名
が

列
席
。
須
藤

良
美
村
長
よ

り
畠
山
賢
悦

団
長
に
引
き

渡
さ
れ
、
畠

山
団
長
が
同

分
団
へ
の
配

置
を
宣
言
し

ま
し
た
。

　
川
代
仁
第

三
分
団
長
が
「
ひ
と
た
び
、
こ
と

あ
る
と
き
は
、
日
頃
の
訓
練
と
錬

磨
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
す
る
」

と
宣
誓
。
地
域
住
民
の
生
命
と
財

産
の
擁
護
に
全
力
で
取
組
む
決
意

を
披
露
し
ま
し
た
。

　
終
了
後
、
西
分
遣
所
職
員
か
ら

機
械
器
具
・
装
備
品
等
の
取
扱
指

導
を
受
け
た
団
員
は
、
金
ケ
沢
公

園
前
に
お
い
て
放
水
等
を
行
い
、

不
測
の
事
態
に
備
え
て
い
ま
し

た
。

　
平
成
25
年
第
１
回
新
郷
村
議
会

定
例
会
が
３
月
４
日
か
ら
８
日
ま

で
開
か
れ
、
諮
問
１
件
、
議
案
30

件
、
採
択
１
件
が
原
案
通
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
人
権
擁
護
委
員
に
次
の
方
が
同

意
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
平
成

28
年
６
月
30
日
ま
で
で
す
。

　
・
小
　
﨑
　
ケ
イ
子
氏

　
（
戸
来
字
金
ヶ
沢
　
68
歳
）

◇
村
内
の
小
中
学
校
に
通
う
児
童

生
徒
の
給
食
費
無
料
化
に
向
け

た
予
算
案
（
賄
い
材
料
費
）
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
平
成
25
年
４
月
か
ら
給
食

費
の
無
料
化
が
実
施
さ
れ
、
よ

り
一
層
の
子
育
て
支
援
と
定
住

促
進
が
期
待
で
き
る
と
と
も

に
、
村
の
農
産
物
を
取
り
入

れ
た
地
産
地
消
が
図
ら
れ
ま

す
。

◇
平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
は
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
５

８
１
万
６
千
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
は
28
億
２

９
５
０
万
５
千
円
と
な
り
ま
し

た
。

　
主
な
一
般
会
計
補
正
予
算
は
次

の
と
お
り
で
す
。

歳  

入

・
村
税
（
固
定
資
産
税
）

　
　
　
　
　
　
　
２
１
２
０
万
円

・
地
方
交
付
税
（
普
通
交
付
税
）

　
　
　
　
　
６
７
７
３
万
２
千
円

・
国
庫
補
助
金
（
社
会
資
本
整
備

　
総
合
交
付
金
）
３
６
４
０
万
円

歳  

出

・
社
会
福
祉
費
（
診
療
所
特
別
会

計
へ
の
繰
出
金
）

　
　
　
　
　
２
６
５
６
万
５
千
円

・
農
業
費
（
村
肉
用
牛
貸
付
事
業

基
金
積
立
金
）

　
　
　
　
　
　
６
０
０
万
２
千
円

・
農
林
開
発
費
（
広
域
農
道
路
面

補
修
負
担
金
）
１
１
７
０
万
円

・
農
林
開
発
費
（
田
茂
代
農
道
路

面
補
修
負
担
金
）
７
８
０
万
円

・
商
工
費
（
間
木
ノ
平
グ
リ
ー
ン

パ
ー
ク
管
理
委
託
料
）

　
　
　
　
　
　
　
　
４
３
０
万
円

・
道
路
橋
梁
費
（
路
面
調
査
等
委

託
料
）
　
　
　
１
７
０
０
万
円

・
道
路
橋
梁
費
（
工
事
請
負
費
村

道
長
峯
・
横
沢
線
）
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
１
６
０
０
万
円

・
道
路
橋
梁
費
（
除
雪
ド
ー
ザ
購

入
費
）
　
　
　
２
１
１
０
万
円

衛　生　費　（健康で豊かな村づくりをめざして）　　　　　　　　　 　7,370万9千円（6,487万2千円）
●予防接種等委託料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  426万1千円
●十和田地区環境整備事務組合負担金（し尿処理）　　　　　　　　　　  759万2千円
●十和田地域広域事務組合負担金（ごみ処理）　　　　　　　　　　  　　968万7千円
●簡易水道特別会計への操出金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2,960万0千円

農林水産業費　（豊かな村づくりをめざして）　　　　　　　　　　　　3億6,140万6千円（2億8,118万1千円）
●有機資源活用促進事業補助　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  420万0千円
●中山間地域等直接支払事業交付金　　　　　　　　　　　　　　　　　5,483万5千円
●有機資源センター新郷指定管理料　　　　　　　　　　　　　　　　　  980万0千円
●雪折れ対策事業補助　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  440万0千円
●森林農地整備センター受託事業費の委託料　　　　　　　　　　　　　7,850万0千円
●広域農道路面補修負担金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  787万8千円
●農業集落排水事業特別会計への操出金　　　　　　　　　　　　　　　3,552万1千円
●造林費の委託料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,810万0千円
●新規就農総合支援事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2,400万0千円
●放牧事業（草地造成）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,166万5千円

商　工　費　（活力とうるおいのある村づくりをめざして）　　　　　1億8,122万0千円（1億6,322万7千円）
●間木ノ平グリーンパーク管理委託料　　　　　　　　　　　　　　　　3,250万0千円
●五戸町・新郷村地域商店街活性化事業助成金　　　　　　　　　　　　  180万0千円
●新郷村商店活性化こども商品券　　　　　　　　　　　　　　　　　　  350万0千円
●新郷村ふるさと活性化公社貸付金　　　　　　　　　　　　　　　　　2,600万0千円
●温泉事業管理運営費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4,405万5千円
●間木ノ平グランドゴルフコース増設事業　　　　　　　　　　　　　　  600万0千円
●軽保冷車・ワゴン車購入事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  560万0千円

土　木　費　（住みよい生活環境づくりをめざして）　　　　　　　　3億2,041万0千円（2億4,910万5千円）
●特定環境保全公共下水道特別会計への繰出金　　　　　　　　　　　　9,963万9千円
●臨時作業員賃金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  700万0千円
●道路改良事業費の測量設計委託料等　　　　　　　　　　　　　　　　5,850万0千円
●雨池線等の工事請負費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3,920万0千円
●除雪車両（小型ロータリー）購入費　　　　　　　　　　　　　　　　2,400万0千円
●草刈払機械購入事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  650万0千円

消　防　費　（住民の生命と財産を守るため）　　　　　　　　　　　1億1,890万0千円（1億 901万7千円）
●団員出動費用弁償　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  900万0千円
●八戸地域広域事務組合負担金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6,039万7千円
●小型動力ポンプ積載車購入費（第４分団）　　　　　　　　　　　　　1,116万5千円
●防火水槽新設事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  480万0千円
●第８分団屯所前舗装事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  750万0千円

教　育　費　（人づくり・生涯学習の推進をめざして）　　　　　　　2億2,383万1千円（2億3,667万0千円）
●語学指導外国青年招致事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  564万9千円
●奨学金貸付金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  816万0千円
●野沢中学校屋根塗装事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,287万8千円
●小学校給食費（給食無料化に伴う賄い材料費・調理員賃金他）　　　　1,744万8千円
●中学校給食費（給食無料化に伴う賄い材料費・調理員賃金他）　　　　1,556万4千円

災害復旧費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　  193万3千円（199万3千円）
●農業用施設災害復旧費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  123万3千円

●公共土木施設災害復旧事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　70万0千円

公　債　費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3億8,727万2千円（4億1,733万3千円）
●長期債元金償還金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 3億4,682万2千円
●長期利子等償還金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4,015万0千円

最
新
装
備
の

　
　
ポ
ン
プ
自
動
車
を
配
置
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平
成
25
年

第
１
回
新
郷
村
議
会
定
例
会

　
こ
の
た
び
、

村
消
防
団
第

三
分
団
の
消

防
ポ
ン
プ
自

動
車
が
更
新

さ
れ
、
３
月

10
日
、
山
村

開
発
セ
ン
タ

ー
前
に
お
い

て
配
置
式
が

行
わ
れ
ま
し

た
。

　
式
に
は
消

防
団
本
部
役

員
、
第
三
分

団
員
等
、
お

よ
そ
40
名
が

列
席
。
須
藤

良
美
村
長
よ

り
畠
山
賢
悦

団
長
に
引
き

渡
さ
れ
、
畠

山
団
長
が
同

分
団
へ
の
配

置
を
宣
言
し

ま
し
た
。

　
川
代
仁
第

三
分
団
長
が
「
ひ
と
た
び
、
こ
と

あ
る
と
き
は
、
日
頃
の
訓
練
と
錬

磨
の
成
果
を
十
分
に
発
揮
す
る
」

と
宣
誓
。
地
域
住
民
の
生
命
と
財

産
の
擁
護
に
全
力
で
取
組
む
決
意

を
披
露
し
ま
し
た
。

　
終
了
後
、
西
分
遣
所
職
員
か
ら

機
械
器
具
・
装
備
品
等
の
取
扱
指

導
を
受
け
た
団
員
は
、
金
ケ
沢
公

園
前
に
お
い
て
放
水
等
を
行
い
、

不
測
の
事
態
に
備
え
て
い
ま
し

た
。

　
平
成
25
年
第
１
回
新
郷
村
議
会

定
例
会
が
３
月
４
日
か
ら
８
日
ま

で
開
か
れ
、
諮
問
１
件
、
議
案
30

件
、
採
択
１
件
が
原
案
通
り
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◇
人
権
擁
護
委
員
に
次
の
方
が
同

意
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
平
成

28
年
６
月
30
日
ま
で
で
す
。

　
・
小
　
﨑
　
ケ
イ
子
氏

　
（
戸
来
字
金
ヶ
沢
　
68
歳
）

◇
村
内
の
小
中
学
校
に
通
う
児
童

生
徒
の
給
食
費
無
料
化
に
向
け

た
予
算
案
（
賄
い
材
料
費
）
が

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
平
成
25
年
４
月
か
ら
給
食

費
の
無
料
化
が
実
施
さ
れ
、
よ

り
一
層
の
子
育
て
支
援
と
定
住

促
進
が
期
待
で
き
る
と
と
も

に
、
村
の
農
産
物
を
取
り
入

れ
た
地
産
地
消
が
図
ら
れ
ま

す
。

◇
平
成
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予

算
は
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
５

８
１
万
６
千
円
を
追
加
し
、
歳

入
歳
出
予
算
の
総
額
は
28
億
２

９
５
０
万
５
千
円
と
な
り
ま
し

た
。

　
主
な
一
般
会
計
補
正
予
算
は
次

の
と
お
り
で
す
。

歳  

入

・
村
税
（
固
定
資
産
税
）

　
　
　
　
　
　
　
２
１
２
０
万
円

・
地
方
交
付
税
（
普
通
交
付
税
）

　
　
　
　
　
６
７
７
３
万
２
千
円

・
国
庫
補
助
金
（
社
会
資
本
整
備

　
総
合
交
付
金
）
３
６
４
０
万
円

歳  

出

・
社
会
福
祉
費
（
診
療
所
特
別
会

計
へ
の
繰
出
金
）

　
　
　
　
　
２
６
５
６
万
５
千
円

・
農
業
費
（
村
肉
用
牛
貸
付
事
業

基
金
積
立
金
）

　
　
　
　
　
　
６
０
０
万
２
千
円

・
農
林
開
発
費
（
広
域
農
道
路
面

補
修
負
担
金
）
１
１
７
０
万
円

・
農
林
開
発
費
（
田
茂
代
農
道
路

面
補
修
負
担
金
）
７
８
０
万
円

・
商
工
費
（
間
木
ノ
平
グ
リ
ー
ン

パ
ー
ク
管
理
委
託
料
）

　
　
　
　
　
　
　
　
４
３
０
万
円

・
道
路
橋
梁
費
（
路
面
調
査
等
委

託
料
）
　
　
　
１
７
０
０
万
円

・
道
路
橋
梁
費
（
工
事
請
負
費
村

道
長
峯
・
横
沢
線
）
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
１
６
０
０
万
円

・
道
路
橋
梁
費
（
除
雪
ド
ー
ザ
購

入
費
）
　
　
　
２
１
１
０
万
円

衛　生　費　（健康で豊かな村づくりをめざして）　　　　　　　　　 　7,370万9千円（6,487万2千円）
●予防接種等委託料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  426万1千円
●十和田地区環境整備事務組合負担金（し尿処理）　　　　　　　　　　  759万2千円
●十和田地域広域事務組合負担金（ごみ処理）　　　　　　　　　　  　　968万7千円
●簡易水道特別会計への操出金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2,960万0千円

農林水産業費　（豊かな村づくりをめざして）　　　　　　　　　　　　3億6,140万6千円（2億8,118万1千円）
●有機資源活用促進事業補助　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  420万0千円
●中山間地域等直接支払事業交付金　　　　　　　　　　　　　　　　　5,483万5千円
●有機資源センター新郷指定管理料　　　　　　　　　　　　　　　　　  980万0千円
●雪折れ対策事業補助　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  440万0千円
●森林農地整備センター受託事業費の委託料　　　　　　　　　　　　　7,850万0千円
●広域農道路面補修負担金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  787万8千円
●農業集落排水事業特別会計への操出金　　　　　　　　　　　　　　　3,552万1千円
●造林費の委託料　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,810万0千円
●新規就農総合支援事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2,400万0千円
●放牧事業（草地造成）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,166万5千円

商　工　費　（活力とうるおいのある村づくりをめざして）　　　　　1億8,122万0千円（1億6,322万7千円）
●間木ノ平グリーンパーク管理委託料　　　　　　　　　　　　　　　　3,250万0千円
●五戸町・新郷村地域商店街活性化事業助成金　　　　　　　　　　　　  180万0千円
●新郷村商店活性化こども商品券　　　　　　　　　　　　　　　　　　  350万0千円
●新郷村ふるさと活性化公社貸付金　　　　　　　　　　　　　　　　　2,600万0千円
●温泉事業管理運営費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4,405万5千円
●間木ノ平グランドゴルフコース増設事業　　　　　　　　　　　　　　  600万0千円
●軽保冷車・ワゴン車購入事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  560万0千円

土　木　費　（住みよい生活環境づくりをめざして）　　　　　　　　3億2,041万0千円（2億4,910万5千円）
●特定環境保全公共下水道特別会計への繰出金　　　　　　　　　　　　9,963万9千円
●臨時作業員賃金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  700万0千円
●道路改良事業費の測量設計委託料等　　　　　　　　　　　　　　　　5,850万0千円
●雨池線等の工事請負費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3,920万0千円
●除雪車両（小型ロータリー）購入費　　　　　　　　　　　　　　　　2,400万0千円
●草刈払機械購入事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  650万0千円

消　防　費　（住民の生命と財産を守るため）　　　　　　　　　　　1億1,890万0千円（1億 901万7千円）
●団員出動費用弁償　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  900万0千円
●八戸地域広域事務組合負担金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6,039万7千円
●小型動力ポンプ積載車購入費（第４分団）　　　　　　　　　　　　　1,116万5千円
●防火水槽新設事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  480万0千円
●第８分団屯所前舗装事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  750万0千円

教　育　費　（人づくり・生涯学習の推進をめざして）　　　　　　　2億2,383万1千円（2億3,667万0千円）
●語学指導外国青年招致事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  564万9千円
●奨学金貸付金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  816万0千円
●野沢中学校屋根塗装事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1,287万8千円
●小学校給食費（給食無料化に伴う賄い材料費・調理員賃金他）　　　　1,744万8千円
●中学校給食費（給食無料化に伴う賄い材料費・調理員賃金他）　　　　1,556万4千円

災害復旧費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　  193万3千円（199万3千円）
●農業用施設災害復旧費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  123万3千円

●公共土木施設災害復旧事業費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　70万0千円

公　債　費　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3億8,727万2千円（4億1,733万3千円）
●長期債元金償還金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 3億4,682万2千円
●長期利子等償還金　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4,015万0千円

最
新
装
備
の

　
　
ポ
ン
プ
自
動
車
を
配
置
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　２
月
23
日
、
山
村
開
発
セ
ン
タ

ー
に
お
い
て
「
新
郷
村
安
全
・
安

心
村
づ
く
り
推
進
大
会
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
村
主
催
に
よ
る
こ

の
大
会
は
五
戸
警
察
署
や
五
戸
消

防
署
、
村
消
防
団
等
、
９
団
体
が

後
援
。
お
よ
そ
80
名
の
出
席
者
が
、

住
み
よ
い
地
域
社
会
の
実
現
へ
向

け
て
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　大
会
は
金
ケ
沢
神
楽
が
安
全
安

心
村
づ
く
り
を
祈
願
す
る
舞
を
披

露
し
た
後
、「
安
全
安
心
な
村
づ

く
り
を
、
村
民
一
体
と
な
り
頑
張

っ
て
い
く
こ
と
を
願
う
」
と
須
藤

村
長
が
挨
拶
。
小
野
郁
男
五
戸
警

察
署
長
と
福
山
惠
一
郎
議
会
議
長

が
そ
れ
ぞ
れ
激
励
の
言
葉
と
祝
辞

を
述
べ
、
大
会
趣
旨
の
具
現
化
に

向
け
て
期
待
を
寄
せ
ま
し
た
。

　続
い
て
木
村
和
雄
西
分
遣
所
長

ら
が
管
内
の
「
防
火
・
防
災
活
動
」

等
に
つ
い
て
講
演
。
自
ら
の
身
を

守
る
大
切
さ
と
不
測
の
事
態
へ
対

応
し
た
備
え
の
必
要
性
に
つ
い
て

呼
び
か
け
ま
し
た
。

　ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
し
ん
ご

う
保
育
園
の
園
児
に
よ
る
お
遊
戯

や
村
連
合
婦
人
会
の
踊
り
も
披
露

さ
れ
、
大
会
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

　警
察
官
の
制
服
を
身
に
ま
と
っ

た
し
ん
ご
う
保
育
園
の
沼
沢
陽
琉

（
は
る
）
く
ん
と
前
山
仁
菜
（
に

い
な
）
ち
ゃ
ん
が
「
火
遊
び
は
し

ま
せ
ん
」
な
ど
と
元
気
よ
く
大
会

宣
言
。
畠
山
賢
悦
村
消
防
団
長
の

音
頭
に
よ
り
参
加
者
全
員
で
「
ガ

ン
バ
ロ
ー
三
唱
」
を
行
い
、
大
会

を
締
め
く
く
り
ま
し
た
。

　村
農
産
物
研
究
会
（
長
根
哲
美

会
長
）
は
２
月
13
日
、
美
郷
館
に

お
い
て
「
米
づ
く
り
の
未
来
を
語

る
会
」
を
開
催
。
会
員
や
村
内
の

水
稲
生
産
者
、
八
戸
農
協
、
県
、

村
の
水
稲
関
係
者
ら
約
30
名
が
出

席
し
、
未
来
の
米
づ
く
り
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　県
三
八
地
域
県
民
局
農
業
普
及

振
興
室
の
野
宮
朋
雄
氏
が
、
県
産

米
の
新
品
種
「
ほ
っ
か
り
ん
」
の

品
種
特
性
や
本
村
で
の
生
育
状
況

等
に
つ
い
て
説
明
。「
ほ
っ
か
り

ん
」
は
主
に
下
北
地
方
で
先
行
栽

培
さ
れ
て
い
て
、
現
在
の
主
力
品

種
「
ま
っ
し
ぐ
ら
」
に
比
べ
る
と

早
生
で
、
耐
冷
性
・
い
も
ち
病
抵

抗
性
が
強
い
品
種
。
粘
り
が
あ
っ

て
や
わ
ら
か
く
炊
き
上
が
る
お
米

で
す
。
本
村
で
は
長
根
会
長
の
圃

場
で
試
験
栽
培
さ
れ
て
お
り
、
刈

り
遅
れ
の
影
響
で
等
級
は
下
が
っ

た
も
の
の
、
生
育
や
収
量
に
つ
い

て
は
順
調
だ
っ
た
こ
と
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

　ま
た
、
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー

農
林
総
合
研
究
所
藤
坂
稲
作
部
の

森
山
茂
治
氏
か
ら
は
、
県
が
取
り

組
ん
で
い
る
米
の
品
種
改
良
の
現

状
や
今
後
の
事
業
展
開
に
つ
い
て

解
説
さ
れ
ま
し
た
。

　様
々
な
意
見
や
質
問
が
活
発
に

上
が
る
中
、
須
藤
良
美
村
長
は

「
資
源
セ
ン
タ
ー
の
堆
肥
を
有
効

活
用
し
な
が
ら
、
安
全
安
心
で
消

費
者
に
喜
ば
れ
る
米
づ
く
り
を
目

指
し
た
い
」
と
、
未
来
の
米
づ
く

り
へ
の
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

Ｖ
リ
ー
グ（
10
チ
ー
ム
参
加
）

　優

　勝

　川
代
生
産
組
合

　準
優
勝

　田
島
は
ハ
ワ
イ

　第
３
位

　ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

　第
４
位

　川
代
ト
イ
チ

小
学
生
リ
ー
グ（
３
チ
ー
ム
参
加
）

　優

　勝

　皇
帝
ペ
ン
ギ
ン
４
号

　準
優
勝

　ラ
ッ
コ
ち
ゃ
ん

　
　

　第
３
位

　フ
ァ
イ
ヤ
ー
ボ
ー
ル

　村
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
（
下
栃

棚
あ
つ
子
委
員
長
）
が
主
催
す
る

第
13
回
新
郷
カ
ッ
プ
ビ
ニ
ー
ル
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
２
月
24
日
、

美
郷
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　外
は
猛
吹
雪
と
い
う
悪
天
候
の

中
、
約
80
名
の
選
手
が
参
加
。
和

や
か
に
交
流
を
図
り
な
が
ら
、
心

地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

安全で安心な
暮らしの実現を目指して

第13回新郷CUP　ビニールバレーボール大会

未来の米づくりについて
意見交換

安全で安心な
暮らしの実現を目指して
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23
日
、
山
村
開
発
セ
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タ
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安
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催
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。
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　２
月
22
日
、
新
郷
診
療
所
に「
光

線
」「
温
熱
」「
通
電
」
の
３
つ
の

治
療
を
集
約
し
た
新
複
合
治
療
器

「
キ
セ
ノ
ン
治
療
器
」
が
導
入
さ

れ
ま
し
た
。

　キ
セ
ノ
ン
治
療
器
と
は
、
パ
ル

ス
発
光
・
生
体
透
過
に
最
適
な
波

長
帯
を
使
用
し
、
さ
ら
に
面
に
よ

る
光
照
射
の
効
果
で
肩
こ
り
か
ら

神
経
痛
治
療
ま
で
広
範
囲
に
用
い

ら
れ
る
機
器
で
す
。
疾
患
や
症
状

に
応
じ
て
、
光
と
通
電
の
単
独
ま

た
は
同
時
併
用
治
療
が
選
択
で
き
、

ま
た
治
療
導
子
の
組
み
合
わ
せ
で

最
大
４
人
ま
で
の
同
時
治
療
が
可

能
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　購
入
金
額
は
２
６
０
４
千
円
。

既
存
機
器
の
経
年
劣
化
に
よ
り
、

こ
の
度
の
導
入
と
な
り
ま
し
た
。

　３
月
８
日
、
五
戸
地
区
交
通
安

全
協
会
戸
来
支
部
（
長
根
哲
美
支

部
長
）
と
五
戸
地
区
交
通
指
導
隊

戸
来
支
隊
（
長
根
一
男
支
隊
長
）

は
、
管
内
の
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

２
５
０
０
日
達
成
（
達
成
日
は
３

月
７
日
）
に
貢
献
し
た
と
し
て
五

戸
警
察
署
と
五
戸
地
区
交
通
安
全

協
会
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　長
根
支
隊
長
は
「
記
録
は
地
域

住
民
の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
の
も

の
。
今
後
も
交
通
安
全
意
識
の
高

揚
を
図
り
、
ゼ
ロ
更
新
に
努
め
ま

す
」
と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま

し
た
。

　２
月
16
日
と
27
日
の
２
回
、
村

と
村
観
光
協
会
は
新
郷
温
泉
館
で

「
つ
る
し
飾
り
製
作
体
験
ツ
ア
ー
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　つ
る
し
飾
り
と
は
伝
統
工
芸
の

一
種
で
、
ひ
な
祭
り
の
際
に
飾
ら

れ
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を

願
う
縁
起
小
物
。
村
内
外
か
ら
合

わ
せ
て
24
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　講
師
は
梅
川
し
げ
子
さ
ん
と
田

島
良
子
さ
ん
。
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル

の
玉
に
色
鮮
や
か
な
ち
り
緬
を
縫

い
つ
け
な
が
ら
、
思
い
思
い
の
つ

る
し
飾
り
を
仕
上
げ
て
い
く
参
加

者
た
ち
。「
孫
の
ひ
な
祭
り
に
飾

っ
て
あ
げ
る
」
と
、
完
成
し
た
つ

る
し
飾
り
を
手
に
笑
顔
を
見
せ
て

い
ま
し
た
。

　平
成
24
年
度
新
郷
村
た
ば
こ
耕

作
振
興
会
（
佐
藤
光
男
会
長
）
は

３
月
１
日
、
西
越
地
区
公
民
館
に

お
い
て
報
告
会
を
開
催
。
終
了
後

に
は
優
良
耕
作
者
の
表
彰
式
を
行

い
ま
し
た
。

　同
支
部
の
12
年
度
産
総
販
売
代

金
は
４
億
１
２
８
３
万
円
。
前
年

を
上
回
る
上
々
の
出
来
で
し
た
。

佐
藤
会
長
が
「
今
年
は
も
っ
と
収

量
を
伸
ば
し
、
良
い
年
に
し
よ
う
」

と
力
強
く
あ
い
さ
つ
。
須
藤
良
美

村
長
が
「
村
と
し
て
支
援
で
き
る

こ
と
は
最
大
限
や
っ
て
い
く
」
と

生
産
者
を
励
ま
し
ま
し
た
。

　受
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。

◇
新
郷
村
長
賞

　
　佐
藤

　哲
（
堂
ヶ
前
）

◇
青
森
県
た
ば
こ
耕
作
組
合
長
賞

　大
谷
地
総
代
区

◇
優
良
耕
作
者

　
　鷹
巣
は
な
ゑ
（
中
崎
）

　
　佐
藤

　義
昭
（
堂
ヶ
前
）

　
　高
根

　忠
義
（
水
沢
）

　
　横
沢

　
　満
（
横
沢
）

　
　鹿
島

　市
雄
（
郡
司
）

　
　谷
地
村

　茂
（
大
谷
地
）

　３月５日、今回の四季彩教室は19名が参加しての「プリザーブドフラワーアレンジメント教室」。
八戸市「ぱすてるフラワー」の佐藤先生と神田先生が講師。美しく繊細なプリザーブドフラワーを折
らないよう、慎重に作業する参加者たち。思わず無口になりながら、華麗に飾りづけしていました。

文
芸
コ
ー
ナ
ー

新
郷
俳
句
会

葬
の
後
お
お
い
か
く
し
て

ぼ
た
ん
雪

鹿

　島

　と

　わ

こ
の
冬
も
も
う
じ
き
終
る

ぼ
た
ん
雪

工

　藤

　陽

　一

来
世
と
は
ま
ぶ
し
き
言
葉

枯
れ
す
す
き

長

　峯

　ユ

　リ

縮
こ
ま
る
背
を
ば
伸
ば
さ
む

ぼ
た
ん
雪

小

　坂

　良

　子

春
の
雪
希
望
も
少
し
持
と
う
か
な

戸

　来

　れ
い
子

匂
い
な
き
造
花
た
の
し
む

ぼ
た
ん
雪

髙

　根

　リ

　サ

う
な
ず
い
て
ば
か
り
い
ら
れ
ず

ぼ
た
ん
雪

鹿

　島

　惠
美
子

春
間
近
こ
い
の
動
き
に
春
を
見
る

福

　山

　康

　子

舞
い
な
が
ら
舗
装
に
消
え
る

ぼ
た
ん
雪

村

　上

　て

　る

榾
焚
い
て
で
ん
が
く
豆
腐

焦
が
し
け
り

金

　沢

　
　
　凡

プリザーブドフラワーアレンジメント教室
SHINGO四季彩教室

優
良
耕
作
者
を
表
彰

肩
こ
り
か
ら
神
経
痛
ま
で

新
医
療
機
器
導
入

交
通
事
故
死
ゼ
ロ

２
５
０
０
日
達
成

つるし飾りで福来たるつるし飾りで福来たる
プリザーブドフラワーアレンジメント教室

SHINGO四季彩教室
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。

既
存
機
器
の
経
年
劣
化
に
よ
り
、

こ
の
度
の
導
入
と
な
り
ま
し
た
。

　３
月
８
日
、
五
戸
地
区
交
通
安

全
協
会
戸
来
支
部
（
長
根
哲
美
支

部
長
）
と
五
戸
地
区
交
通
指
導
隊

戸
来
支
隊
（
長
根
一
男
支
隊
長
）

は
、
管
内
の
交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ

２
５
０
０
日
達
成
（
達
成
日
は
３

月
７
日
）
に
貢
献
し
た
と
し
て
五

戸
警
察
署
と
五
戸
地
区
交
通
安
全

協
会
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　長
根
支
隊
長
は
「
記
録
は
地
域

住
民
の
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
の
も

の
。
今
後
も
交
通
安
全
意
識
の
高

揚
を
図
り
、
ゼ
ロ
更
新
に
努
め
ま

す
」
と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま

し
た
。

　２
月
16
日
と
27
日
の
２
回
、
村

と
村
観
光
協
会
は
新
郷
温
泉
館
で

「
つ
る
し
飾
り
製
作
体
験
ツ
ア
ー
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　つ
る
し
飾
り
と
は
伝
統
工
芸
の

一
種
で
、
ひ
な
祭
り
の
際
に
飾
ら

れ
、
子
ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を

願
う
縁
起
小
物
。
村
内
外
か
ら
合

わ
せ
て
24
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　講
師
は
梅
川
し
げ
子
さ
ん
と
田

島
良
子
さ
ん
。
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル

の
玉
に
色
鮮
や
か
な
ち
り
緬
を
縫

い
つ
け
な
が
ら
、
思
い
思
い
の
つ

る
し
飾
り
を
仕
上
げ
て
い
く
参
加

者
た
ち
。「
孫
の
ひ
な
祭
り
に
飾

っ
て
あ
げ
る
」
と
、
完
成
し
た
つ

る
し
飾
り
を
手
に
笑
顔
を
見
せ
て

い
ま
し
た
。

　平
成
24
年
度
新
郷
村
た
ば
こ
耕

作
振
興
会
（
佐
藤
光
男
会
長
）
は

３
月
１
日
、
西
越
地
区
公
民
館
に

お
い
て
報
告
会
を
開
催
。
終
了
後

に
は
優
良
耕
作
者
の
表
彰
式
を
行

い
ま
し
た
。

　同
支
部
の
12
年
度
産
総
販
売
代

金
は
４
億
１
２
８
３
万
円
。
前
年

を
上
回
る
上
々
の
出
来
で
し
た
。

佐
藤
会
長
が
「
今
年
は
も
っ
と
収

量
を
伸
ば
し
、
良
い
年
に
し
よ
う
」

と
力
強
く
あ
い
さ
つ
。
須
藤
良
美

村
長
が
「
村
と
し
て
支
援
で
き
る

こ
と
は
最
大
限
や
っ
て
い
く
」
と

生
産
者
を
励
ま
し
ま
し
た
。

　受
賞
者
は
次
の
方
々
で
す
。

◇
新
郷
村
長
賞

　
　佐
藤

　哲
（
堂
ヶ
前
）

◇
青
森
県
た
ば
こ
耕
作
組
合
長
賞

　大
谷
地
総
代
区

◇
優
良
耕
作
者

　
　鷹
巣
は
な
ゑ
（
中
崎
）

　
　佐
藤

　義
昭
（
堂
ヶ
前
）

　
　高
根

　忠
義
（
水
沢
）

　
　横
沢

　
　満
（
横
沢
）

　
　鹿
島

　市
雄
（
郡
司
）

　
　谷
地
村

　茂
（
大
谷
地
）

　３月５日、今回の四季彩教室は19名が参加しての「プリザーブドフラワーアレンジメント教室」。
八戸市「ぱすてるフラワー」の佐藤先生と神田先生が講師。美しく繊細なプリザーブドフラワーを折
らないよう、慎重に作業する参加者たち。思わず無口になりながら、華麗に飾りづけしていました。

文
芸
コ
ー
ナ
ー

新
郷
俳
句
会

葬
の
後
お
お
い
か
く
し
て

ぼ
た
ん
雪

鹿

　島

　と

　わ

こ
の
冬
も
も
う
じ
き
終
る

ぼ
た
ん
雪

工

　藤

　陽

　一

来
世
と
は
ま
ぶ
し
き
言
葉

枯
れ
す
す
き

長

　峯

　ユ

　リ

縮
こ
ま
る
背
を
ば
伸
ば
さ
む

ぼ
た
ん
雪

小

　坂

　良

　子

春
の
雪
希
望
も
少
し
持
と
う
か
な

戸

　来

　れ
い
子

匂
い
な
き
造
花
た
の
し
む

ぼ
た
ん
雪

髙

　根

　リ

　サ

う
な
ず
い
て
ば
か
り
い
ら
れ
ず

ぼ
た
ん
雪

鹿

　島

　惠
美
子

春
間
近
こ
い
の
動
き
に
春
を
見
る

福

　山

　康

　子

舞
い
な
が
ら
舗
装
に
消
え
る

ぼ
た
ん
雪

村

　上

　て

　る

榾
焚
い
て
で
ん
が
く
豆
腐

焦
が
し
け
り

金

　沢

　
　
　凡

プリザーブドフラワーアレンジメント教室プリザーブドフラワーアレンジメント教室プリザーブドフラワーアレンジメント教室
SHINGO四季彩教室

優
良
耕
作
者
を
表
彰

肩
こ
り
か
ら
神
経
痛
ま
で

新
医
療
機
器
導
入

交
通
事
故
死
ゼ
ロ

２
５
０
０
日
達
成

つるし飾りで福来たる
プリザーブドフラワーアレンジメント教室

SHINGO四季彩教室
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内
閣
府
で
は
、
平
成
25
年
度
に

実
施
す
る
青
年
国
際
交
流
事
業

（
「
東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船
」「
国

際
青
年
育
成
交
流
」「
日
本
・
中

国
青
年
親
善
交
流
」「
日
本
・
韓

国
青
年
親
善
交
流
」）
の
参
加
青

年
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

内
閣
府
子
ど
も
若
者
・
子
育
て

 

　
施
策
総
合
推
進
室

 

　
℡
03
│

３
５
８
１
│

１
１
８
１

　 http://www.cao.go.jp/koryu/

　
仙
台
国
税
局
で
は
、
税
務
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
す
る

バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
税
務

職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
国
税
専
門
官
は
、
国
の
財
政
を

支
え
る
重
要
な
仕
事
を
担
い
、
税

務
署
等
に
お
い
て
、
調
査
・
徴
収
・

検
査
や
指
導
な
ど
を
行
う
税
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
す
。

◇
第
一
次
試
験
日

　
平
成
25
年
６
月
９
日（
日
）

◇
受
験
資
格

①
昭
和
58
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

４
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

②
平
成
４
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
の
者
で
次
に
掲
げ
る
も
の

⑴
大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び
平

成
26
年
３
月
ま
で
に
大
学
を

卒
業
す
る
見
込
み
の
者

⑵
人
事
院
が
⑴
に
掲
げ
る
者
と

同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め

る
者

◇
受
験
申
込
受
付
期
間
等

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込〔
原
則
〕

▽
平
成
25
年
４
月
１
日（
月
）

　
９
時
〜
４
月
11
日（
木
）ま
で

▽
左
記
の
人
事
院
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
申
込
専
用
ア
ド
レ
ス
か
ら

申
し
込
み
を
行
う
。

http://w
w
w
.jinji-shiken.go.

jp/juken.htm
l

②
郵
送
・
持
参
申
し
込
み

▽
申
込
先…

仙
台
国
税
局

▽
申
込
期
限…

平
成
25
年
４
月
１

　
日（
月
）〜
４
月
２
日（
火
）

　
９
時
〜
17
時

問 

仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課

 

　
℡
０
２
２
│

２
６
３
│

１
１
１
１

※

資
料
の
請
求
は
、
最
寄
り
の
税
務

署
、
仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課
ま

た
は
人
事
院
東
北
事
務
局
ま
で

◇
開
催
日

午
前
コ
ー
ス
10
時
〜
12
時

　
・
５
月
13
日
〜
各
月
曜
日

　
・
５
月
17
日
〜
各
金
曜
日

午
後
コ
ー
ス
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

　
・
５
月
14
日
〜
各
火
曜
日

　
・
５
月
16
日
〜
各
木
曜
日

　※

そ
れ
ぞ
れ
全
５
回

日
曜
コ
ー
ス
８
時
〜
10
時

　
・
５
月
19
日
、
６
月
２
日
、
９

　
　
日
、
16
日
、
23
日

◇
場
所
　

　
ゆ
り
の
木
ボ
ウ
ル（
八
戸
市
）

◇
受
講
料…

無
料（
テ
キ
ス
ト
代
・

　
損
害
保
険
料
代
別
途
）

◇
対
象

八
戸
市
内
ま
た
は
近
隣
市
町
村
に

住
所
ま
た
は
勤
務
先
が
あ
る
人

問
・
申 

健
康
増
進
ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室

　
　
　 

ゆ
り
の
木
ボ
ウ
ル
事
務
局

 

　
℡
０
１
７
８
│

45
│

１
０
２
２

　
下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
地
区
で

は
、
生
活
排
水
を
下
水
道
に
流
す

た
め
の
接
続
が
法
律
で
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
く
み
取
り
式
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
浄
化
槽
を
使

用
し
て
い
る
場
合
で
も
、
ト
イ
レ

以
外
の
水
は
汚
れ
た
ま
ま
水
路
や

川
へ
流
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
も
う

す
ぐ
春
、
ま
ず
は
見
積
り
を
取
り
、

一
日
も
早
い
排
水
設
備
工
事
を
お

願
い
し
ま
す
。
水
洗
化
工
事
の
相

談
は
、
村
の
指
定
排
水
設
備
工
事

店
へ
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
村
内…

小
坂
建
設
工
業
㈱
、
㈱

村
下
建
設
工
業
、
㈲
平
葭
建
設
、

㈲
ヤ
マ
カ
ン
前
川
原
商
店

〇
村
外…

友
住
設
備
工
業
㈱
、
㈲

八
戸
水
洗
サ
ー
ビ
ス
、
ア
ク
ア

設
備
㈱
、
㈲
三
貞
、
㈱
大
西
工

務
店
、
㈲
栄
清
工
業
、
㈱
平
設

備
、
西
浦
水
道
建
設
工
業
㈱
、

橋
本
電
気
工
業
㈱
、
㈲
水
幸
設

備
工
業
、
㈱
大
西
組
、
㈱
東
北

産
業
、
㈲
日
研
設
備
、
㈲
小
野

寺
水
道
設
備
工
業
、
㈲
北
桜
水

道
建
設
、
㈲
サ
ン
セ
ツ
工
業
、

村
越
住
設
、
㈱
川
村
土
木
、
㈾

鳥
金
商
店
、
㈲
マ
ル
ユ
佐
藤
設

備
工
業

問 

建
設
グ
ル
ー
プ

　 

℡
78
│

２
１
１
１（
内
４
０
２
）

　
経
営
者
だ
け
で
な
く
夫
婦
や
親

子
で
そ
ろ
っ
て
農
業
者
年
金
に
加

入
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

◇
あ
な
た
の
老
後
の
備
え
は
十
分

で
し
ょ
う
か
？

◇
年
金
は
家
族
一
人
ひ
と
り
が
準

備
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

◇
農
業
者
年
金
は
、
あ
な
た
の
老

後
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
あ
な
た
が
60
歳
未
満
の
国
民
年

金
の
第
１
号
被
保
険
者
な
ら
、
年

間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
し
て
い

れ
ば
加
入
で
き
ま
す
。

問 

農
業
委
員
会 

℡
78
│

２
１
１
１

　
４
月
１
日
か
ら
新
郷
温
泉
館
・

野
沢
温
泉
の
営
業
時
間
が
変
更
に

な
り
ま
す
。

◇
営
業
時
間

　
朝
９
時
〜
夜
10
時
ま
で

問 

新
郷
温
泉
館 

℡
78
│

３
０
５
０

　
全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け

ん
ぽ
）
青
森
支
部
で
は
、
県
内
の

中
小
企
業
の
従
業
員
と
そ
の
ご
家

族
が
加
入
す
る
健
康
保
険
事
業
を

運
営
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
医
療
費
の
増
加
、
景

気
の
低
迷
に
よ
る
保
険
料
収
入
の

減
少
等
に
よ
り
、
健
康
保
険
料
率

の
引
上
げ
を
お
願
い
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
平
成
25
年
度
に
お
け
る

当
支
部
の
健
康
保
険
料
率
は
、
現

行
の
10
・
00
％
に
据
置
き
と
な
り

ま
し
た
。（
介
護
保
険
料
率
も
１
・

55
％
に
据
置
き
）

　
協
会
け
ん
ぽ
は
、
引
き
続
き
加

入
者
と
事
業
主
の
皆
さ
ま
の
保
険

料
負
担
軽
減
に
向
け
、
国
庫
補
助

率
の
引
き
上
げ
、
高
齢
者
医
療
制

度
の
見
直
し
な
ど
国
を
は
じ
め
関

係
方
面
に
求
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
頂
き
ま
す
よ
う
お
願

い
致
し
ま
す
。

問 

全
国
健
康
保
険
協
会
青
森
支
部

　 

青
森
市
長
島
２
│

25
│

３

　 

℡
０
１
７
│

７
２
１
│

２
７
１
３

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
で
は
、
４
月
中

に
順
次
、
新
し
い
青
森
県
版
の
電

話
帳
を
各
ご
家
庭
や
事
業
所
へ
お

届
け
致
し
ま
す
。
現
在
お
使
い
の

電
話
帳
は
、
お
届
け
の
際
に
回
収

致
し
ま
す
の
で
配
達
員
へ
お
渡
し

く
だ
さ
い
。
回
収
し
た
電
話
帳
は
、

地
球
環
境
保
護
や
資
源
の
有
効
活

用
の
た
め
、
新
し
い
電
話
帳
の
原

材
料
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
ご
不
在
等
で
配
達
員
に

電
話
帳
を
渡
せ
な
か
っ
た
場
合
、

左
記
の
「
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
」

ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、
後

日
改
め
て
回
収
に
お
伺
い
い
た
し

ま
す
。

《
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
》

　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
０
１
２
０
│

５
０
６
３
０
９

　
平
日
：
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

問 

Ｎ
Ｔ
Ｔ
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
㈱

　 

東
北
営
業
本
部

　 

℡
０
２
２
│

７
９
１
│

０
２
０
４

統一標語　「消すまでは　出ない行かない　離れない」
　今年も４月８日から14日までの一週間、県下一斉に春の火災予防運動
が実施されます。火災予防運動の目的は、これから火災が発生しやすい
時季を迎えるに当たり、住民の皆様に防火に対する意識を一層高めてい
ただき、火災の発生を防止することにより、高齢者等を中心とする死者
の発生を無くするとともに、財産の損失を防ぐことです。

住宅防火　いのちを守る　７つのポイント

～３つの習慣・４つの対策～
３つの習慣
☆ 寝たばこは、絶対やめる。
☆ ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
☆ こんろ・ガステーブルなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

４つの対策
◎ 逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
◎ 寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する。
◎ 火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
◎ お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。

問 問問

平
成
25
年
度
協
会
け
ん
ぽ

青
森
支
部
の
健
康
保
険
料

率
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

　
│

問
い
合
わ
せ
　
　
│

申
し
込
み

　
│
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
　
│
フ
ァ
ッ
ク
ス

問Ｈ

申Ｆ

問

問問

問問

申

新
郷
温
泉
館
・
野
沢
温
泉

営
業
時
間
変
更

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
の
電
話
帳

を
発
行
い
た
し
ま
す

青
年
国
際
交
流
事
業
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

国
家
公
務
員「
国
税
専
門
官

採
用
試
験
」の
お
知
ら
せ

健
康
増
進
ボ
ウ
リ
ン
グ

ス
ク
ー
ル
ご
案
内

下
水
道
接
続
工
事
の
ご
案
内

豊
か
な
老
後
を
！

しょうぼう情報
◆◆◆◆五戸消防署西分遣所からのお知らせ◆◆◆◆

春の火災予防運動
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☆消防に関するお問い合わせは、五戸消防署西分遣所まで（℡ 78－2119）

　
内
閣
府
で
は
、
平
成
25
年
度
に

実
施
す
る
青
年
国
際
交
流
事
業

（
「
東
南
ア
ジ
ア
青
年
の
船
」「
国

際
青
年
育
成
交
流
」「
日
本
・
中

国
青
年
親
善
交
流
」「
日
本
・
韓

国
青
年
親
善
交
流
」）
の
参
加
青

年
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

内
閣
府
子
ど
も
若
者
・
子
育
て

 

　
施
策
総
合
推
進
室

 

　
℡
03
│

３
５
８
１
│

１
１
８
１

　 http://www.cao.go.jp/koryu/

　
仙
台
国
税
局
で
は
、
税
務
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
と
し
て
活
躍
す
る

バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
あ
ふ
れ
る
税
務

職
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
国
税
専
門
官
は
、
国
の
財
政
を

支
え
る
重
要
な
仕
事
を
担
い
、
税

務
署
等
に
お
い
て
、
調
査
・
徴
収
・

検
査
や
指
導
な
ど
を
行
う
税
の
ス

ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
で
す
。

◇
第
一
次
試
験
日

　
平
成
25
年
６
月
９
日（
日
）

◇
受
験
資
格

①
昭
和
58
年
４
月
２
日
か
ら
平
成

４
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

②
平
成
４
年
４
月
２
日
以
降
生
ま

れ
の
者
で
次
に
掲
げ
る
も
の

⑴
大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び
平

成
26
年
３
月
ま
で
に
大
学
を

卒
業
す
る
見
込
み
の
者

⑵
人
事
院
が
⑴
に
掲
げ
る
者
と

同
等
の
資
格
が
あ
る
と
認
め

る
者

◇
受
験
申
込
受
付
期
間
等

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込〔
原
則
〕

▽
平
成
25
年
４
月
１
日（
月
）

　
９
時
〜
４
月
11
日（
木
）ま
で

▽
左
記
の
人
事
院
の
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
申
込
専
用
ア
ド
レ
ス
か
ら

申
し
込
み
を
行
う
。

http://w
w
w
.jinji-shiken.go.

jp/juken.htm
l

②
郵
送
・
持
参
申
し
込
み

▽
申
込
先…

仙
台
国
税
局

▽
申
込
期
限…

平
成
25
年
４
月
１

　
日（
月
）〜
４
月
２
日（
火
）

　
９
時
〜
17
時

問 

仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課

 

　
℡
０
２
２
│

２
６
３
│

１
１
１
１

※

資
料
の
請
求
は
、
最
寄
り
の
税
務

署
、
仙
台
国
税
局
人
事
第
二
課
ま

た
は
人
事
院
東
北
事
務
局
ま
で

◇
開
催
日

午
前
コ
ー
ス
10
時
〜
12
時

　
・
５
月
13
日
〜
各
月
曜
日

　
・
５
月
17
日
〜
各
金
曜
日

午
後
コ
ー
ス
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

　
・
５
月
14
日
〜
各
火
曜
日

　
・
５
月
16
日
〜
各
木
曜
日

　※

そ
れ
ぞ
れ
全
５
回

日
曜
コ
ー
ス
８
時
〜
10
時

　
・
５
月
19
日
、
６
月
２
日
、
９

　
　
日
、
16
日
、
23
日

◇
場
所
　

　
ゆ
り
の
木
ボ
ウ
ル（
八
戸
市
）

◇
受
講
料…

無
料（
テ
キ
ス
ト
代
・

　
損
害
保
険
料
代
別
途
）

◇
対
象

八
戸
市
内
ま
た
は
近
隣
市
町
村
に

住
所
ま
た
は
勤
務
先
が
あ
る
人

問
・
申 

健
康
増
進
ボ
ウ
リ
ン
グ
教
室

　
　
　 

ゆ
り
の
木
ボ
ウ
ル
事
務
局

 

　
℡
０
１
７
８
│

45
│

１
０
２
２

　
下
水
道
が
整
備
さ
れ
た
地
区
で

は
、
生
活
排
水
を
下
水
道
に
流
す

た
め
の
接
続
が
法
律
で
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。
く
み
取
り
式
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
浄
化
槽
を
使

用
し
て
い
る
場
合
で
も
、
ト
イ
レ

以
外
の
水
は
汚
れ
た
ま
ま
水
路
や

川
へ
流
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
も
う

す
ぐ
春
、
ま
ず
は
見
積
り
を
取
り
、

一
日
も
早
い
排
水
設
備
工
事
を
お

願
い
し
ま
す
。
水
洗
化
工
事
の
相

談
は
、
村
の
指
定
排
水
設
備
工
事

店
へ
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
村
内…

小
坂
建
設
工
業
㈱
、
㈱

村
下
建
設
工
業
、
㈲
平
葭
建
設
、

㈲
ヤ
マ
カ
ン
前
川
原
商
店

〇
村
外…

友
住
設
備
工
業
㈱
、
㈲

八
戸
水
洗
サ
ー
ビ
ス
、
ア
ク
ア

設
備
㈱
、
㈲
三
貞
、
㈱
大
西
工

務
店
、
㈲
栄
清
工
業
、
㈱
平
設

備
、
西
浦
水
道
建
設
工
業
㈱
、

橋
本
電
気
工
業
㈱
、
㈲
水
幸
設

備
工
業
、
㈱
大
西
組
、
㈱
東
北

産
業
、
㈲
日
研
設
備
、
㈲
小
野

寺
水
道
設
備
工
業
、
㈲
北
桜
水

道
建
設
、
㈲
サ
ン
セ
ツ
工
業
、

村
越
住
設
、
㈱
川
村
土
木
、
㈾

鳥
金
商
店
、
㈲
マ
ル
ユ
佐
藤
設

備
工
業

問 

建
設
グ
ル
ー
プ

　 

℡
78
│

２
１
１
１（
内
４
０
２
）

　
経
営
者
だ
け
で
な
く
夫
婦
や
親

子
で
そ
ろ
っ
て
農
業
者
年
金
に
加

入
す
る
こ
と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

◇
あ
な
た
の
老
後
の
備
え
は
十
分

で
し
ょ
う
か
？

◇
年
金
は
家
族
一
人
ひ
と
り
が
準

備
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

◇
農
業
者
年
金
は
、
あ
な
た
の
老

後
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
あ
な
た
が
60
歳
未
満
の
国
民
年

金
の
第
１
号
被
保
険
者
な
ら
、
年

間
60
日
以
上
農
業
に
従
事
し
て
い

れ
ば
加
入
で
き
ま
す
。

問 

農
業
委
員
会 

℡
78
│

２
１
１
１

　
４
月
１
日
か
ら
新
郷
温
泉
館
・

野
沢
温
泉
の
営
業
時
間
が
変
更
に

な
り
ま
す
。

◇
営
業
時
間

　
朝
９
時
〜
夜
10
時
ま
で

問 

新
郷
温
泉
館 

℡
78
│

３
０
５
０

　
全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け

ん
ぽ
）
青
森
支
部
で
は
、
県
内
の

中
小
企
業
の
従
業
員
と
そ
の
ご
家

族
が
加
入
す
る
健
康
保
険
事
業
を

運
営
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
医
療
費
の
増
加
、
景

気
の
低
迷
に
よ
る
保
険
料
収
入
の

減
少
等
に
よ
り
、
健
康
保
険
料
率

の
引
上
げ
を
お
願
い
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
平
成
25
年
度
に
お
け
る

当
支
部
の
健
康
保
険
料
率
は
、
現

行
の
10
・
00
％
に
据
置
き
と
な
り

ま
し
た
。（
介
護
保
険
料
率
も
１
・

55
％
に
据
置
き
）

　
協
会
け
ん
ぽ
は
、
引
き
続
き
加

入
者
と
事
業
主
の
皆
さ
ま
の
保
険

料
負
担
軽
減
に
向
け
、
国
庫
補
助

率
の
引
き
上
げ
、
高
齢
者
医
療
制

度
の
見
直
し
な
ど
国
を
は
じ
め
関

係
方
面
に
求
め
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ご
理
解
頂
き
ま
す
よ
う
お
願

い
致
し
ま
す
。

問 

全
国
健
康
保
険
協
会
青
森
支
部

　 

青
森
市
長
島
２
│

25
│

３

　 

℡
０
１
７
│

７
２
１
│

２
７
１
３

　
Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
で
は
、
４
月
中

に
順
次
、
新
し
い
青
森
県
版
の
電

話
帳
を
各
ご
家
庭
や
事
業
所
へ
お

届
け
致
し
ま
す
。
現
在
お
使
い
の

電
話
帳
は
、
お
届
け
の
際
に
回
収

致
し
ま
す
の
で
配
達
員
へ
お
渡
し

く
だ
さ
い
。
回
収
し
た
電
話
帳
は
、

地
球
環
境
保
護
や
資
源
の
有
効
活

用
の
た
め
、
新
し
い
電
話
帳
の
原

材
料
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
ご
不
在
等
で
配
達
員
に

電
話
帳
を
渡
せ
な
か
っ
た
場
合
、

左
記
の
「
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
」

ま
で
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、
後

日
改
め
て
回
収
に
お
伺
い
い
た
し

ま
す
。

《
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
セ
ン
タ
》

　
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

　
０
１
２
０
│

５
０
６
３
０
９

　
平
日
：
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

問 

Ｎ
Ｔ
Ｔ
タ
ウ
ン
ペ
ー
ジ
㈱

　 

東
北
営
業
本
部

　 

℡
０
２
２
│

７
９
１
│

０
２
０
４

統一標語　「消すまでは　出ない行かない　離れない」
　今年も４月８日から14日までの一週間、県下一斉に春の火災予防運動
が実施されます。火災予防運動の目的は、これから火災が発生しやすい
時季を迎えるに当たり、住民の皆様に防火に対する意識を一層高めてい
ただき、火災の発生を防止することにより、高齢者等を中心とする死者
の発生を無くするとともに、財産の損失を防ぐことです。

住宅防火　いのちを守る　７つのポイント

～３つの習慣・４つの対策～
３つの習慣
☆ 寝たばこは、絶対やめる。
☆ ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。
☆ こんろ・ガステーブルなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

４つの対策
◎ 逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。
◎ 寝具、衣類及びカーテンからの火災を防ぐために、防炎品を使用する。
◎ 火災を小さいうちに消すために、住宅用消火器等を設置する。
◎ お年寄りや身体の不自由な人を守るために、隣近所の協力体制をつくる。

問 問問

平
成
25
年
度
協
会
け
ん
ぽ

青
森
支
部
の
健
康
保
険
料

率
に
つ
い
て

お
知
ら
せ

　
│

問
い
合
わ
せ
　
　
│

申
し
込
み

　
│
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
　
│
フ
ァ
ッ
ク
ス

問Ｈ

申Ｆ

問

問問

問問

申

新
郷
温
泉
館
・
野
沢
温
泉

営
業
時
間
変
更

Ｎ
Ｔ
Ｔ
東
日
本
の
電
話
帳

を
発
行
い
た
し
ま
す

青
年
国
際
交
流
事
業
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

国
家
公
務
員「
国
税
専
門
官

採
用
試
験
」の
お
知
ら
せ

健
康
増
進
ボ
ウ
リ
ン
グ

ス
ク
ー
ル
ご
案
内

下
水
道
接
続
工
事
の
ご
案
内

豊
か
な
老
後
を
！

しょうぼう情報
◆◆◆◆五戸消防署西分遣所からのお知らせ◆◆◆◆

春の火災予防運動



○ 

し
ん
ご
う
保
育
園

230

ぼ
く
と
わ
た
し
の
絵

パパと來希が車に乗ってお寿司や
さんへ行ったよ。いっぱい食べた
よ。とってもおいしかった。

長根　來希くん（もも組）
パパとママとすずがお散歩に行っ
て飛行機を見たよ。それからお菓
子やさんに行って、みんなでお菓
子を食べたよ。たのしかった。

畠山　涼菜さん（もも組）
らい きなが ね すず なはたけやま

＝ 高品質農産物の安定生産のため ＝

有機の里づくり を推進しよう

良質堆肥で収入ＵＰ！！　　　  　　

有機資源センター新郷　　　　　

問い合わせ先　TEL７８－３５５５
営 業 時 間　午前９時～午後４時
　　　　　　　（休日：毎週月曜日、年末年始）

12

平成２１年度あおもり推きゅう肥品評会

優秀賞受賞

卯 月

12月

坂　根　　丞くん
Ｈ23・11・17生
（地区）戸来
（パパ）克也
（ママ）由紀枝
パパとママのねがい

やさしい人になってね！

４月
人の動 き

男　1,395人（－３人）
女　1,470人（－４人）
計　2,865人（－７人）
世帯数946世帯（－１世帯）
（平成25年２月28日現在）

発
行
/新
郷
村
　
編
集
/総
務
課
　
〒
039

ー1801  青
森
県
三
戸
郡
新
郷
村
大
字
戸
来
字
風
呂
前
10　

☎
0178ー78ー2111 

新
郷
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　
http://w

w
w
.vill.shing

o.aom
ori.jp

IN
FO
R
M
A
T
IO
N
 S
H
IN
G
O
   N
o.2
0
4

3

2013 （
平
成
2
5
年
）

M
A
R
C
H

むらのガイド

平成25年

ダイヤモンド（金剛石）
̶ 洗浄・無垢 ̶誕 生 石

うづき
April

燃えるごみ収集日　新郷村全域　月曜日・木曜日（祭日も収集します）

家庭ごみは収集日の朝に出して下さい。生ごみの水切りにご協力を

ごみの減量とリサイクルに取り組みましょう

予防接種相談日　毎週月曜日　正午〜午後５時まで　TEL 6 1−75 5 5

２０１３年４月
行　　事　　等 備　　　考

さか ね じょう

日 曜
新郷温泉館休館日１ 月
不用犬引取日３ 水
資源ごみ（ペットボトル等２品目）収集日５ 金
春の全国交通安全運動（～15日）６ 土
小・中学校入学式７ 日
新郷温泉館休館日　春の火災予防運動（～14日）８ 月
行政相談10 水 交通事故死ゼロを目指す日
資源ごみ（缶・新聞等５品目）収集日12 金 人権相談
新郷温泉館休館日15 月
資源ごみ（ビン・ペットボトル等２品目）収集日
粗大ごみ収集日　乳児・１才６ヵ月・２才児健診19 金

第383回子ども会親子早起き掃除21 日
新郷温泉館休館日22 月
新郷村家族スポーツの日24 水
村教育大会
春季犬の登録と狂犬病予防注射（～26日）25 木

燃えないごみ収集日26 金
五戸地区消防団連合観閲式28 日
●昭和の日29 月
軽自動車税納期限30 火

山村開発センター２階　相談室

山村開発センター２階　相談室

二十歳になったら
国民年金

日本年金機構
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この広報紙は地産地消・輸送マイレージに配慮した植物油インキを使用しています。
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